
第14号様式（第8条関係）

（その 1）

(令和 Z 州
止
口

年

収支報 書

（ふり がな ） とよだふじおこうえんかい

豊田富士雄後援会1政治団体の名称
戸

〆

〒437-0027

静岡県袋井市高尾町12-112主たる事務所の所在地

豊田富士雄3代表者の氏名

川島淳4会計責任者の氏名

ム玲

1 ℃曹駕ご｛黙 1
入力溝入 ノ

政治団体の区分

口政 ・ 党 □

口政 党 の 支 部

政治資金規正法
第18条の2第1項
の規定による政治団体

口政治資金団‘体 図その他の政治団体
屯

□その他の政治団体の支部

活動区域の区分

□2以上の都道府県の区域等 四同一の都道府県の区域内

資金管理団体の指定の有無

口有

四無

公職の種類

資金管理団体
の届出をした

者の氏名

国会議員関係政治団体の区分

口政治資金規正法第19条の
7第1項第1号に係る

‐ 国会議員関係政治団体
口政治資金規正法第19条の
7第1項第2号に係る
国会議員関係政治団体

公職の候補
者の氏名

公職の種類

資金管理団体の指定の期間

令和 年 月 日から

令和 年 月 日まで

国会議員関係政治団体
に関する特例の適用期間

令和 年 月 日から

令和 年 月 日まで



(その 2）

収 支 の 状 況
1収支の総括表

2収入項目別金額の内訳

収 入 総 額

（前年からの繰越額）
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（ 本年の収入額 ）
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(1)個人の負担する党費又は会費

金 額
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(2)寄 附

ア寄附（イを除く。 ）の区分 金 額 ’ 備 考

(ア） 個人か ら の寄附

円
溌
ｎ
３
”

認
２
”

《
や
『
判
型

千

鴬

が

ヱ
ョ
ー
【
亜
叩
叩
叩
皿
一
》
弔
認
一
【
叩
】
｛
エ
叩
》
一
一

］
し
『
略
Ｊ
Ｆ
咋

万
祇
切
浬

百
講
篭

詣

垂

昌

一

宅

■

■

■

巳

■

一

羽
愛
ｑ
ｑ
ｑ
抄
甲
孔
工
、
口
■
口

戈
で
ｑ
口
ｒ
こ
ｑ
普
吾
口
由
ｒ
ｑ
ｑ
ｑ
診

楯三州唖、。噌．為

．

、

、

巳

も

。

山

野

・

心

・

リ

、

恥

・

・

・

、

喝

駅

．

Ｐ

目

者

凸

・

も

晒

叶
訴
虫
・
・
四
・

》

鐸

識

鈩

澤

向

仲

ｑ

出

魂

．

型

毒

Ⅱ

Ⅱ

鰡

可

、

ｑ

Ｊ

口

寺

恥

甲

押

や

．

Ⅱ

Ｐ

蜆

Ⅱ

辱

即

山

、

稚

錨

Ⅱ

Ⅱ

Ⅳ

く

門

乱

▲
も
閥
い
Ⅱ
ｑ
、
牢
乎
勃
岬

恥
中
曽
ｑ
曲
ｂ
よ
“

記

ず

も

函

寺

寺

Ⅱ

牛

Ⅱ

Ｌ

Ｊ

守

守

Ｌ

■

甲

△呼神や幹戸秘、零弾印玉Ｊ雨口子鋲ヴ“

壼

眼

５

町

零

口

口

巽

干

蓉

『

や

》

毎

Ｊ

牢

、

口

癖

』

野

引

貼

』

曇

も

払

子

‐

》

》

脹

Ｆ

一

寺

》

－

．

軽

』

．

ザ

刃

曲

・

秘
■
Ｐ
・
目
プ
Ｆ

手

・

・

も

．

．

・

鷲

．

心

中

中

△

堂

も

塊

印

・

即

〆

‐
ざ
喀
虹
印
Ｊ
，
蛇
Ⅱ
抄

〃

△

．

。

』

翻

罪

制

遜

？

：

鶴

蝿

並
・
卜
Ｌ
》
一
》
率
．
痒
岬
》
叫
函
Ｐ
。
向
中
中
Ｊ
匂
ｈ
、

中

Ⅱ

印

曲

坤

時

(うち特定寄附） （内書）

(ｲ） 法人その他の団体からの寄附
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(ウ） 政治団体からの寄附
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全Ｊ曲折対“啓面生に私』

蚤

至

難

粋

，

君

野

臨

埋

蹄

・

“私““Ｊ令“邑溌』・ロ凸“宅里酔叩．．旧韓“ｆ目“毎袖＄㎡払や令品冬里払騨暉“Ｊ・唇Ｅ的中⑮．争咋鴫叫．》垂．．．ｆ価》榊評ずず、鐸Ⅱ４も凸》ｗ哩幹・油、浄謡も命出翠“字

口

、

馬

魯

口

面

毎

壷

岬

碓

や

稲

や

鉛

印

凹
瞬
酢
Ⅱ
師
リ
叩
賦
Ⅱ
嘩
胡
曲

心

中

４

尚

Ｊ

咋

咋

呼

内

鄙

刃
■
》
Ｊ
Ｊ
岬
心
中
■
Ｊ
記
、
、
曲
中
鄙

４
ｑ
年

牛

？

Ｊ

浄

鄙

。
ｂ
ワ
ヤ
ワ
叩
甘
Ｆ
誤
中
堅
ヨ
》
ぱ
い
融
》
、

・
坪
・
可
ア
モ
ｑ
》
》
酔
錠
、
》
窪
》
一
．
“
．
Ｊ
目
泌
Ｈ

円

い

中

か

心

眼

》

鞆

合計 （ア＋イ）
句

"器 F や贈冒

, . ざ , 争冨f

具挽ｵ匙 蛍
÷も 蕊蕊1脚I蒋辮j凝議潮漁師;薄”



(その 7）

の者の昂

ください。

(7)寄附の内訳 （個人からの寄附） 寄附者の区分 個 人

寄附者の氏名 金 額 年月日 住 所 職 業 備考

雄士
一
三
国田

曲
一
二

十億百万千 円

1,280,729 2.5. 1 静岡県袋井市高尾町1－3 会社役員 代表

その他の寄附

合 計
心
２
釣

Ｊ
惣
呵
献
坪
●
蕊
■
■
都

．

、

汁

、

段

品

邸

奉

よ

却

雫

●

●

１

》

罪

《

一

一

》

一

一

一

『

Ｐ

皿

ご

『

恥

印

叫

●

蚤

中

凸

吋

Ｊ

Ｆ

垂

招

耐

唾

〆

具寺ｂｒ吋巻軸酎一吋岬暇“録’鑑

ｊ
・
封
、
．
ず
手
中
ｒ
目
ざ
・
尚
診
愛
Ｔ

．

斜

面

却

．

．

．

”

〕

茸

“

‐

Ⅵ

ザ

◇

・

中

凸

喝

や

も

垂

判

Ⅱ

凸
口
君
巧
蛆
岬
Ⅱ
拙
』
封
呼
罐
解
辞
鞄

材
．
凸

宙

矛

く

Ｊ

凸

４

ｆ

Ｊ

葱

鐸

議

熟

副

滝

・

臼

唖

軋

誕

識

蕊

悪

灘

罰

、

㎡

ず

．

㎡

㎡

プ

中

Ｊ

韻

字凸中叩唾』字抽Ⅱ中心ず．印妓尊ゴ蝉叩・蜂ｑⅡプ晶Ｐ

F 湛里 ず

尾,＝？

g ･ ･ 2 迂晶･
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（その 13）

3支出項目別金額の内訳

(1)支出の総括表

項 目 金 額
備 考

本部又は支部に対して

供与した交付金に係る支出

1 経 常 経 費

(1)人 件 費

十億百万千 円

(2)光 熱 水 費 130,601

（3）備品 ・ 消耗品費
1

296,291

(4)事 務 所 費 853,837

小 計 琴篝蕊ﾐ蕊溌蕊謹蕊蕊蕊蕊識雛斑
録. ､ ; 寺. ‐ 雲

、蕊

，唾ﾜ 蕊

■ L』 F

7瓢
ﾛ

ﾛ

繩

《
叱
叩
曲
》

”

》

幽

岬

“

認

湘

叩

榊

Ⅱ

Ⅱ

科

蒋

４

工

乳

司
画

Ｊ

“

号

“

英

呂
引
“

ｑ

口

“

共

Ｐ
目
４

雪

認

認
率
率
呼
岨

●

Ｊ

封

迂

“

・

ｐ

Ｈ

㎡

捗

鞆

群

埜

』

咋
祁

咋
叩
脚
僻

唖

凹

凸

璃

》

唖

懇

Ｐ

虻

Ⅱ

号

用

幸
電
幕
も
茸

型

凸

■

も

句

か

裳

輯

韓

華

器

鞭

騨

罰

Ｅ

討

謁

垂

曙

副

臨

Ｆ

蹄

恥

錨

一

や

討

榊

Ⅱ

▽
伊

孟

宅

駕

押

池

錘

埜

毒

Ｐ

Ｆ

眼

玲

諜

里
琴
部
、
殉

さ
■

抑
苫

目
虹
ゼ
プ

垣
桝

Ⅱ
“

冬

冬
寺
、

芋
拝
㎡

畿
玉

兎

》
零
・

品

報

・

篭

碧

謬

哩里

芝

舌

与

君

幹

奇

Ｊ

》

許

詫

冬

垂

託

Ⅱ

噌

舞

驚

巽

蟻

目

口

唾

中

㎡

己

Ｊ

ワ

■
㎡
苫
己

目
平
“

◇
秘

Ⅱ
、
金
苓
讓
凸

魂
目

藍

、

唾

号

君

亜

悪

葬

諦

誇

毒

》

》

《

幸

零

武
錘
卦
鐙
壷
塞
雲

目

凸

可

割

藍

萩

Ｊ

か

嘩

》

坤

稚

《

凸
封

４

理

↓
亙

執

も

榊
叩
坪

零
祢
霊

霊

寺

イ

踊

軽

部

訴

琢

矛

里

》

ｈ

“

も

可

澁

“

号

４

ず

品

粋

・

移

矛

ず

ユ

・

工
畢
㎡

、ご

鷲

場

域
Ｊ
ｆ
・
・
吾
．
Ｔ

凹凹

皿
岬
や
癖

叩

制

・

岬

仲
Ⅱ
》
岬
岬
》
計
》
Ｉ 経常経費の計

2 政治活動費

(1)組 織 活 動 費

(2)選 挙 関 係 費

(3)
機関紙誌の発行

その他の事業費
(小計）

ア機関紙誌の発行事業費

イ宣 伝 事 業 費

ウ政治資金パーティー開催事業費

エその他の事業費

、

凸

①

プ

中

即

鄙

弗

中

一
．
癖
一
》

垂

・

鎧

稀

両
廿
叩

Ｊ

Ｊ》

日唾

印

？

Ｊ

洲

Ｈ

㎡
者
、
ザ
ヵ

》

’

零

亜

牢

群

・

延
子
番

ロ

ユ

ワ

ワ

琵

蜂

霊

辱
諺
堂

普

“

苓

凸

・

ず

鯉

茸
も

粥

㎡

・

弓

〃

・

寺

君

粕

島
型

目

“

氏

冬

ず

で

Ｔ

ず

泌

蕊

理

字

“

号

、

圭

Ｔ

凸

Ｆ
‐

ｒ

ｆ

凸

尊

喧

、
酔

癖

蒋

寒

寒

詮

．

認

錠
．
《
密

率
鐸
跨

諜
侭

》

《

ず

坐

》

唾

Ⅷ

一

犀

敬

・
岬

供

睡

串中

４

４

凸

誰

縛

鐵

騨

蕊

＄

吋
墜

ワワ

中

中

宅

凸

さ

Ｄ

姦

口
も
Ｊ

Ｐ

“
珪
刊
・
・
勤
目

評
試
・

工
茨

誇

酎

ｆ

、

誰

宰

や

。

Ｆ

“

唾

私

班
・
砧
‐
喝
目
亜

・
・
・
心

里

睦
牙
剋

．・

・
斗

Ｊざ

ど

申

号

其

“

苛口

目
垣
吟
垣

衛

、
苧
茸
＆

Ｌ

寺

〉

㎡

凸

亜

“
郡
．

。．ｊ

哩

丸

み

哩

酎
岬
虻

半
謁

冬
準

諄

部

誰

認

零

万

託

鮠

燕

澤

認

塞

子

『■

￥

か

目
㎡

心

中

・

型

目

凸

職

誤

識

蕊

詮

哩

靹

〃

凸
寺
、
辞

歩

》

埜

』

』

４
○
玉
ｆ

〆

』
繩
灘
鐸
誕

七

＃

酢

誇

ぎ

ず

“

砕

討

舞

琴

》

○

一

句

ｆ

も

．

》

巻

虫

菅

畢

耗

奄

》

》

》

謹

、
《

‐

・

尋

晶

‐

ご

蝿

串

鍋

・
嵌

今

凸
出
咀
形
吊
晶

△
罰
△

』
ｑ
岨
Ｊ

争

“詫

』

曲“

ぐ

り

“

げ
き
託

》

伊

叩

酬

、

や

誰

奉

密

詫

》

》

恥

具

申

錘

軽

壺

雪
蕊
蛙

‐
神
も
叩
も
壷

‐‐

恥

申

出

㎡
純

鼻
鮒

弓
Ｊ

“

殿
脚
跡
恥

蝉

Ⅱ

晩

門

唱
嗜
も

西

ず

捗

酔

中

蝿

宰

領

中

猫

中

開

◇

鼬
坤
Ⅱ
峨
峨

ⅡⅡ

引
中
⑫

西

Ⅱ

蝿

Ⅱ

姓

捧

軸

》垂
;繩；
, 4 , 印 ,

E 平

酢

篭

罫

茸

宅
牙
野

に

工

菅

￥
ｆ

軍

一
見
叩
叩
叩
》

、

尚Ⅱ

い

吟

鐸

酔

錨

謎
、
、

舞

謹

一

過

討

屯

、
桝
揮
麹

麹

率

、
。
丸

．
Ｊ

‐

『
分

中

ｂ

ｂ

『

Ⅱ

中
ｑ
Ｊ
ｂ

畷

競

鍔、潮

蝉
．

記
●
鎧
ｍ
Ｆ
Ｊ
毒
・
唾
●

４
班
竜

Ｇ
３

、
⑰
Ｊ
Ｕ

ＪⅡ

Ｐ
Ｇ
凸

Ｇ

諦
癖

浄

騨

誹

認

．

電

口
署
茸
守

目

即
奉
域
澪
奉

唖

聖

霊

・

串

ら

別

Ｆ

’

弐

ゴ
セ

・

凸
晶

超

尚

蓉

蓉

需

・

埜

．
屯

＋

タ

ゴ

粋

凸

呉
か

『
ロ
ザ
ザ
く
み
す

▲

湯

童

蓉

勾

崎

呼

‐

一

鋸
斌

蝉

享

諦
命
盆
里

令

移

毎

目
琵
許
Ｐ

Ｙ

・

守

争

企

骨

口
凸
“
守

与

迂
曾

翠

鐵

罐

岨
諄

》

〉や

Ｊ

中

４
ｈ
Ｇ

Ｊ虹

寺
ｆ

神
中
’

Ｆ
虹

唖

霧

瘤

円

．
妙
癌

韓
睡
謎

謹
播
理

晶
》
垂

》

零

垂

ｒ

“

錨

■

好

諺

・

．

》

》

略

群

阻

唖

輌

錘

、

Ｅ
号
五
４
年
ご

．

射

叩

叩

中

吋

凸

号
４
慨

野心

吟
幹
呼
プ
＆

(3)のアーエの計

(4)調 査 研 究 費

(5)寄附 ・ 交付金 ’
’(6)その他の経費

小 計
Ｍ

ｇ

■

■

■

■

ｎ

戸

“

門

以

Ｆ

酢

４

口

．

、
、
副
輯

姪

甲

戦

ｒ
ｒ
什
口

詞
齪

晶
必

嘩

稚

寺

税

率

》

‐

温

耗

馬

“

ｒ

《

、

撃

馬
、
西
口

副

諄

簿

ご

且

誇

記

紳

蛍

ｑ串

目

纈

グ

マ
い
甲

野

宅

錘

轟

才

晶

繩

、

、

麓

轟

鐸

芯

華

塞

謹

奉

認

壗

》

》

蓉

率

理

霊

《

生

誕

蝉

撹

Ｆ

面

軍

鵠

屯
ぞ

、
海

強
萱
巽
盈

唾

《

鼎

一

雲

琴

竿

番

搾

串

▽

牡

蛮

△

罫

塞

』‐

鞠

ｑ

↑

莚

Ｌ

Ⅱ

凸

ｂ

中

工
苫
冤

ず“

号
ぜ
き
畿
宅

割
辞
無
目
△

△

や

』

山
藍
写
ｒ

“

毎

⑫
ご
ｂ
Ｊ
『
㎡
㎡
㎡

『
叫
乙

ご

町

ご

喚

寺
Ｐ
噌

ｒ
口

■

下
㎡

寺Ｊ

隣

ゴ
『
Ｊ
１
ｂ
ｒ
■
虻

遥
ワ
ワ
鍔
轡
埋
空

師
函
睡

》

ぬ

卓

君

ゴ

》

名

君

・

骨

虻

軋

君

寺

号

口

零

尤

訴

生
ず

鼻

面

・

器

韓

塔

」
謬

式

患

玲

奪
罫
ｒ

Ｔ
堂

℃

℃
・

玲

缶
耗
溌
錘
蝿
錘

迩

咄
．
ｎ

Ⅱ

Ⅱ

、

‐

仁

卜

干

蜂

Ｆ

蝿

詳

Ⅱ

Ⅱ

＃

、

山

Ⅲ

焔

掘

ｒ

師

癖

鯛

蝉

曲

牡

ｆ

叩仙

一

恥

岬

岬

岬
帥
叩
州

州

凸

》

茜

Ⅱ
群

Ⅱ

Ⅱ

凸

論

べ

Ⅱ
雑

概
皿
Ⅱ

】

い

州

Ⅱ“

Ⅱ

Ⅱ岨

ｗ

群

Ⅱ

中

皿

由

鮒

蹴

り

軸

癖

堺

》

Ⅱ

湿
詫
脚

輯

雛

Ⅱ

卵

噴

蒋

稀

睡

鈍

蝿

媚

》

Ⅱ

培

職

心

暉

毒

灘

斑

輔

ゴ

ゴ

守

唖

叱

晶

Ｊ

㎡
ｑ

諦訴

汐

騨

牽

牛

露

‐
虻
溌

幹
具
患

・
ザ

、

＃

糾
士

垣

ア

う

。』

』唾

『
玲
我
函
鐸
驍
蕊

者

沌

■

Ｐ

Ｊ

出
■

鍵

撚
認
驚

凸

ｒ

弓

⑫

４

Ｊ

中

Ｊ

牛

岬
侭
祁
・

グ

Ｊ

中

野

呵
叩
曾
岬
‐
喝

評
坤
内

篭

鷺
Ｌ
謂
管
暇

識

鍵

舞

溌

識

秘

ご

拳

、

ざ

記

曇

呼
型
●

具

》

ｃ

認

３

．

虻

名

‐

枠

》

》
●
噸

が

鐸

＋

》

Ｊ
Ｆ
嵩
．

ダ
ダ

神
辨
坤
皿
裁
》

緯

口
曲

ｑ
＆
掛
目
“

遜

・

翫

璽

卑

圭

連

哩
咄
種

躍

醒

毒

。
舟

認

『
拭

ゴ

晶

企

曲

山

ざ

堺

甲
Ｐ

グ

『

ｒ
0‘

溌
掛
鐸

叫

誕

就

罰

唾

切
淵

室

ら
・

甲
も

弓
“

矛

■
１

．

Ⅵ
物

ｆ

即

中

Ｊ

Ｊ

唖

出
出
牛

b J L 由 . . f .. J ザ詰

沖4 ば冒・. み 4嘩 ¥群.

静
《
叱
叩
叩
》
辨
榊

“

プ

プ
型
Ｕ

ｑ
甲

ご

希

》

紬

Ⅱ

Ⅱ

抑

Ⅱ

野

手

幸

噂

》
騒

蕊

蕊

穀

．・

ご
み

唾

〃
内
弗
が

。

・

財

ワワ

出

Ｊ

プ
牛

出
Ｈ

・

報
玲
、
Ⅱ

即

“

馨

輔

Ｊ

稗

恥

悪
用

蕃

ざ

綴

謹
呈

濠

趣

謹

４

裡

祁

兎

認

彗

軸

糊

雑

起

鐸

》

密

卦

》

興
り
目
．

㎡
△

宅

り

“

龍

訂

呼
課
騨
議
蕊
誕

繩
内

Ｊ
恥

諾

遼

墓

Ｈ

△

矛

矛

矛

悪

蕊

鑿

尭

簿

裟

蕊

、

薄

毒

報

窒

堂

ず

・

一

》

》

一

塞

》

》

一

》

政治活動費の計

合 計 蕊蕊蕊蕊篝i蕊蕊蕊蕊蕊溌溌魏蕊8藤”



r

(その 17）

資産等の状況

1 資産等の総括表

※有無について図して下さい。

資産等の有無

資産等の項目別区分 有 無 備 考

ア士 地 □ Er

イ建 物 □ 回′

ウ建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 □ 回／

エ取得の価額が100万円を超える動産 □ 回

オ
預金（普通預金及び当座預金を除く 。 ）
又は貯金 （普通貯金を除く 。 ）

□ 面

力金 銭 信 託 □ 画

キ有 価 証 券 □ 回／

ク出 資 に よ る 権 利 □ 回

ケ貸付先ごとの残高が100万円を超える貸付金 □ 回／

．支払われた金額が100万円を超える敷金 □ 回／

サ取得の価額が100万円を超える施設の利用に関する権利 □ 回／

シ借入先ごとの残高が100万円を超える借入金 □ 回／
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宣 垂
順＝ゴ

聿
冒

添付書類（別添のとおり）

1領収書等の写し

2監査意見書（政党本部及び政治資金団体に限る。 ）

3政治資金監査報告書（国会議員関係政治団体に限る。 ）

この報告書は、政治資金規正法に従って作成したものであって、真実に相違ありません。

令和 3年Z月ノュ日

政治団体の名称 ： 豊田富士雄後援会

鶴昔の氏采

（解散届と併せて提出する時のみ記入）

(代表者の氏名 ： ④）

｢会計責任者の氏名」欄は、記名押印又は署名とし、ﾖとし、※
※

署名の場合は必ず会計責任者本人が自署すること。

、 「代表者の氏名」も記名押印又は署名することとし、署名の場合は

必ず代表者本人が自署すること。


